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朝日新聞の購読料は
口座振替で
・手数料は一切不要
・手続き簡単

ＡＳＡ

詳しくは最寄りの
ＡＳＡへお問合せを
・専業従業員
・婦人パート
・学生アルバイト

従業員募集
　

鎌
倉
朝
日

　　　

発
刊
協
力
グ
ル
ー
プ

　

朝
日
新
聞

　　　
サ
ー
ビ
ス
ア
ン
カ
ー

Ａ
Ｓ
Ａ
鎌
倉
小
町

　
　
　
長
谷
一
―
一
―
九

�

☎
22
―
３
２
３
６

Ａ
Ｓ
Ａ
鎌
倉
中
央

　
　
　
二
階
堂
四
―
七

�

☎
22
―
１
０
０
４

Ａ
Ｓ
Ａ
鎌
倉
深
沢

　
　
　
常
盤
二
四
七
―
二

�

☎
31
―
１
４
４
４

Ａ
Ｓ
Ａ
大
船
西
部

　
　
　
玉
繩
一
―
一
四
―
一

�

☎
46
―
６
０
６
８

Ａ
Ｓ
Ａ
大
船
南
部

　
大
船
四
―
二
一
―
二
〇
　
ア
ー
バ
ン

　
ハ
イ
ツ
１
Ｆ�
☎
38
―
７
３
２
２

Ａ
Ｓ
Ａ
大
船
中
央

　
大
船
四
―
二
一
―
二
〇
　
ア
ー
バ
ン

　
ハ
イ
ツ
１
Ｆ�

☎
38
―
７
３
２
２

Ａ
Ｓ
Ａ
腰
越

　
藤
沢
市
鵠
沼
藤
が
谷
二
―
一
―
二
二

�

☎
０
４
６
６
―
27
―
８
７
１
６

Ａ
Ｓ
Ａ
藤
沢
南
部

　
藤
沢
市
鵠
沼
藤
が
谷
二
―
一
―
二
二

�

☎
０
４
６
６
―
27
―
８
７
１
６

Ａ
Ｓ
Ａ
藤
沢
東
部

　
藤
沢
市
弥
勒
寺
三
―
一
二
―
一
一

�

☎
０
４
６
６
―
22
―
７
４
０
９

Ａ
Ｓ
Ａ
湘
南
鵠
沼

　
藤
沢
市
鵠
沼
海
岸
二
―
一
―
一
一

�

☎
０
４
６
６
―
34
―
６
９
２
４

Ａ
Ｓ
Ａ
逗
子

　
逗
子
市
久
木
一
―
一
―
一
一

�

☎
０
４
６
―
８
７
１
―
２
３
６
８

Ａ
Ｓ
Ａ
東
逗
子
・
追
浜

　
横
須
賀
市
浦
郷
町
二
―
六
八

�

☎
０
４
６
―
８
８
４
―
４
０
６
６

Ａ
Ｓ
Ａ
葉
山

　
三
浦
郡
葉
山
町
堀
内
一
八
◯
八

�

☎
０
４
６
―
８
７
５
―
０
５
１
５

Ａ
Ｓ
Ａ
金
沢
八
景

　
横
浜
市
金
沢
区
六
浦
三
―

一
―
一
〇

�

☎
０
４
５
―
７
０
１
―
８
６
１
６

Ａ
Ｓ
Ａ
大
船
北
部

　
横
浜
市
栄
区
笠
間
四
―
一
一
―
九

�

☎
０
４
５
―
８
９
１
―
０
９
８
６

桃
色
の
コ
ス
モ
ス
の
束
活
け
る
部
屋
三
面
鏡
に
秋
あ
ふ
れ
た
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
逗
子
市
　
湊
　
美
根
子

　
下
句
が
い
い
。
桃
色
の
優
し
い
秋
が
、
鏡
の
中
か
ら
頬
笑
む
。

耳
許
に
「
こ
れ
で
終
了
」
と
医
師
の
声
眼
内
レ
ン
ズ
今
か
ら
友
だ

ち
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
笛
田
　
入
野
　
裕
江

　
手
術
が
成
功
し
た
安
堵
。
変
化
を
受
け
と
め
る
結
句
が
い
い
。

水
槽
が
窮
屈
に
な
り
ジ
ン
ベ
エ
ザ
メ
は
思
い
も
か
け
ず
海
に
放
た

る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
葉
山
町
　
近
藤
美
知
子

　「
思
い
も
か
け
ず
」
に
ジ
ン
ベ
エ
ザ
メ
の
喜
び
が
託
さ
れ
た
。

台
風
の
過
ぎ
去
り
し
あ
と
秋
の
風
お
ろ
し
た
袖
に
ア
キ
ア
カ
ネ
来

る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
逗
子
市
　
望
月
　
和
子

秋
夕
焼
山
の
裾
か
ら
黄
金
に
染
め
打
ち
寄
す
る
稲
穂
さ
ざ
な
み
と

な
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岡
本
　
鳴
海
　
紀
政

ボ
ー
ド
抱
え
サ
ー
フ
ァ
ー
は
行
く
あ
か
と
き
の
野
分
だ
つ
道
海
へ

と
続
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
片
瀬
　
中
村
　
　
喬

稔
り
ゐ
る
稲
を
ま
も
れ
る
雀
あ
み
「
笛
田
」
彩
る
秋
の
豊
穣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
城
廻
　
塩
田
　
文
子

十
六
夜
の
月
を
隠
し
て
い
た
雲
の
離
れ
て
月
の
光
受
け
お
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
沢
市
　
青
木
寿
美
子

一
斉
に
彼
岸
花
咲
く
道
の
端
多
く
の
御み
た
ま霊
を
迎
え
る
が
ご
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
手
広
　
高
口
　
道
宏

エ
リ
ザ
ベ
ス
女
王
逝
き
て
截
然
と
時
の
流
れ
の
区
切
ら
れ
に
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
今
泉
台
　
下
田
　
和
夫

断
捨
離
を
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
思
い
つ
つ
紙
く
ず
拾
い
た
め
息
を
つ

く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
相
模
原
　
桜
井
　
真
弓

〈
天
〉曼
殊
沙
華
一
本
抜
き
て
見
た
き
花
　
藤
沢
市
　
青
木
寿
美
子

　
い
か
に
も
曼
殊
沙
華
の
姿
が
浮
か
ん
で
く
る
。
抜
く
と
罰
当
た

り
な
気
が
す
る
の
は
作
者
と
同
じ
考
え
で
あ
る
。
楽
し
い
読
後
感
。

〈
地
〉熱
き
茶
の
五
体
に
し
み
る
秋
彼
岸
　
藤
沢
市
　
三
浦
　
和
子

　
彼
岸
は
春
と
秋
で
季
節
も
違
い
、
祈
り
も
そ
れ
ぞ
れ
違
う
。
熱

い
茶
は
い
つ
で
も
美
味
し
い
が
秋
の
気
配
は
格
別
。

〈
人
〉武
士
の
墓
や
鎌
倉
秋
の
蝶
　
　
　
　
　
片
瀬
　
中
村
　
　
喬

　
鎌
倉
ら
し
い
の
は
こ
の
一
句
。
正
に
今
の
大
河
ド
ラ
マ
に
も

合
っ
て
い
る
。
秋
の
蝶
は
や
さ
し
く
飛
ん
で
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

風
に
乗
る
金
木
犀
や
深
呼
吸
　
　
　
　
　
　
植
木
　
風
見
　
玲
子

　
下
五
の
表
現
に
臨
場
感
が
溢
れ
て
い
た
。
今
年
は
よ
く
匂
う
。

良
く
来
た
と
露
座
仏
の
笑
む
秋
日
和
　
材
木
座
　
羽
賀
　
一
男

　
秋
日
和
に
は
露
座
仏
の
心
も
ゆ
る
ん
で
笑
む
か
も
し
れ
な
い
。

虚
と
実
を
う
ま
く
使
い
分
け
て
い
た
。

コ
ロ
ナ
禍
も
秋
の
催
し
ぼ
ち
ぼ
ち
と
　
　
　
寺
分
　
松
本
　
賢
悟

　
こ
の
秋
に
な
っ
て
い
ろ
ん
な
も
の
や
事
が
動
き
始
め
た
。
今
年

の
一
句
と
し
て
面
白
か
っ
た
。

八
幡
宮
読
経
と
競
う
蝉
時
雨
　
　
　
　
　
藤
沢
市
　
黒
田
ま
も
る

秋
め
く
や
小
町
通
り
に
香
な
が
れ
　
　
　
逗
子
市
　
塩
谷
あ
い
子

一
山
の
廟
に
散
り
敷
く
百
日
紅
　
　
　
　
横
浜
市
　
矢
沢
　
寿
美

実
む
ら
さ
き
の
小
路
に
迷
ふ
日
暮
か
な
　
藤
沢
市
　
森
田
　
順
子

登
り
来
て
千
畳
敷
の
お
花
畑
　
　
　
　
　
小
袋
谷
　
川
崎
志
津
子

食
卓
に
ま
ぶ
し
き
朝
日
秋
彼
岸
　
　
　
　
　
城
廻
　
増
田
　
陽
子

盛
り
上
が
る
萩
の
花
咲
く
水
辺
か
な
　
　
　
手
広
　
高
口
　
道
宏

桃
源
の
夢
の
香
り
て
菊
枕
　
　
　
　
　
　
山
ノ
内
　
高
橋
　
　
仁

惚
け
と
る
が
今
年
も
逢
え
た
帰
り
花
　
　
　
　
台
　
魚
住
　
藤
明

災
難
を
払
う
提
灯
秋
祭
り
　
　
　
　
　
　
　
腰
越
　
吉
田
　
昭
子

朝
顔
の
ど
こ
を
切
っ
て
も
水
の
管
　
　
　
　
腰
越
　
小
河
　
哲
美

気
候
変
動
に
依
り
秋
も
短
か
な
り
　
　
　
　
岡
本
　
森
田
　
　
孝

声
の
し
て
と
び
高
々
と
秋
来
る
　
　
　
　
　
腰
越
　
松
原
　
　
薫

秋
桜
一
叢
残
る
句
碑
一
基
　
　
　
　
　
　
　
岡
本
　
鳴
海
　
紀
政

木
村
　
雅
子
　
選

星
野
　
高
士
　
選

　鎌倉市中央図書館 ( ☎ 25･2611) は９月に一般
241 冊、児童書 24 冊を収蔵した。一般的なものは
下記の通り。
　▼「インターネットで文献探索－ 2022 年版　伊
藤民雄」著　日本図書館協会（JLA 図書館実践シリー
ズ）　▼「すぐに結果を出せるすごい集中力」荘司
雅彦著　秀和システム ▼「「なりたい自分」になる
シンプルなルール」福田萌子著　幻冬舎 ▼「『吾妻
鏡』にみるここがヘンだよ！鎌倉武士」羽生飛鳥著
　PHP 研究所 ▼「ザ・クイーン－エリザベス女王
とイギリスが歩んだ 100 年」マシュー・デニソン
著　カンゼン ▼「コロナ危機と未来の選択－パンデ
ミック・格差・気候危機への市民社会の提言」アジ
ア太平洋資料センター編　藤原辰史ほか著　コモン
ズ ▼「ペアレントクラシー－「親格差時代」の衝撃」
志水宏吉著　朝日新聞出版（朝日新書）▼「ストレ
ス脳」アンデシュ・ハンセン著　新潮社（新潮新書）
▼「病気にならない食う寝る養生－予約の取れない
漢方家が教える」櫻井大典著　学研プラス
　▼「災害とトイレ－緊急事態に備えた対応」日本
トイレ協会編　柏書房（進化するトイレ）▼「葉山
風光－チャールズユンカーマン写真集」チャールズ 
ユンカーマン著　ジャン ユンカーマン監修 用美社

鎌倉市中央図書館 （9月分）

　
本
紙
み
ほ
と
け
紀
行
の

仏
像
写
真

で
お
な
じ

み
の
鎌
倉

市
在
住
の

古
都
グ
ラ

フ
ァ
ー
・

原
田
寛
さ
ん
の
写
真
展
が
11

月
４
～
７
日
、
鎌
倉
プ
リ
ン

ス
ホ
テ
ル
・
バ
ン
ケ
ッ
ト
ル

ー
ム
で
開
か
れ
る
。
鎌
倉
の

海
岸
沿
い
を
テ
ー
マ
に
66
点

を
展
示
。
入
場
無
料
。
星
月

写
真
企
画
☎
23
・
３
６
９
４

　
原
田
寛
風
景
写
真
講
座
在

籍
の
50
代
～
80
代
の
生
徒
４

人
に
よ
る
「
鎌
倉
カ
ル
テ
ッ

ト
」
の
写
真
展
が
11
月
８
～

14
日
、
鎌
倉
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
で
開
か
れ
る
。

　
各
世
代
が
表
現
す
る
鎌
倉

の
風
景
約
50
点
を
紹
介
。

入
場
無
料
。
古
川
方
☎
０
９

０
・
１
１
１
４
・
９
１
３
９

原
田 

寛
作
品
展

　　
「
Ｒ
134
～
海
風
の
ま
ち
」

写
真
展
「
四
重
奏
・
鎌
倉
」

七
里
ヶ
浜
ス
ス
キ

　
陶
芸
家
・
河
村
喜
史
先
生
を

講
師
に
し
た
陶
芸
体
験
「
土
と

遊
ぼ
う
」
が
、
10
月
に
鎌
倉
市

山
崎
の
工
房
で
２
年
ぶ
り
に
復

活
し
た
。

　
久
し
ぶ
り
の
活
動
だ
っ
た

が
、
初
参
加
の
小
学
３
年
生
の

女
の
子
が
印
象
的
だ
っ
た
。
初

め
、母
親
の
服
の
裾
を
つ
か
み
、

こ
ち
ら
の
様
子
を
窺
っ
て
い
る

よ
う
で
と
て
も
緊
張
し
て
い
た

が
、
活
動
が
始
ま
る
と
周
り
を

き
ょ
ろ
き
ょ
ろ
と
眺
め
な
が

ら
、
見
よ
う
見
ま
ね
で
土
を
こ

ね
始
め
た
。
粘
土
を
ひ
も
状
に

伸
ば
し
、
土
台
に
巻
き
付
け
る

よ
う
に
、
器
の
縁
を
積
み
上
げ

て
い
く
。
ひ
も
の
太
さ
が
均
一

で
な
い
と
ガ
タ
ガ
タ
と
し
た
器

に
な
っ
て
し
ま
う
。
か
と
い
っ

て
べ
た
べ
た
と
手
で
直
し
て
い

る
と
、土
が
乾
き
、ヒ
ビ
が
入
っ

て
し
ま
う
。
女
の
子
は
先
生
が

示
し
た
お
手
本
を
ま
ね
て
作
陶

に
没
頭
し
た
。
積
み
上
げ
て
は

崩
し
を
繰
り
返
し
、
１
時
間
ほ

ど
の
作
陶
時
間
に
３
回
も
作
り

直
し
た
。
片
づ
け
の
時
間
と
な

り
、
４
回
目
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
で

何
と
か
形
に
し
た
も
の
の
と
り

あ
え
ず
完
成
さ
せ
た
と
い
う
よ

う
に
見
え
た
。

　
後
日
、
活
動
を
楽
し
ん
で
く

れ
た
の
だ
ろ
う
か
と
心
配
だ
っ

た
の
で
自
宅
へ
電
話
を
か
け

た
。
す
る
と
、
や
は
り
で
き
あ

が
っ
た
作
品
に
納
得
で
き
な

か
っ
た
そ
う
だ
。
そ
れ
で
も
、

「
何
度
も
作
り
直
す
試
行
錯
誤

そ
の
も
の
が
楽
し
か
っ
た
。
来

月
リ
ベ
ン
ジ
し
た
い
」
と
意
気

込
み
を
話
し
た
。

87

「
土
と
遊
ぼ
う
」
再
開
！

鎌
倉
て
ら
こ
や
事
務
局　

豊
田
晋

　「
土
と

遊
ぼ
う
」

は
、「

う

ま
い
」「
へ

た
」
を
評

価
さ
れ
た

り
、
ス
キ

ル
を
教
わ

っ
た
り
す
る
陶
芸
教
室
で
は
な

い
。
子
ど
も
た
ち
一
人
ひ
と
り

が
、
本
気
で
土
と
向
き
合
う
か

ら
こ
そ
得
ら
れ
る
達
成
感
や
、

気
づ
き
を
大
事
に
し
て
い
る
。

な
ぜ
な
ら
、
他
の
誰
で
も
な
い

自
分
の
力
で
、
納
得
で
き
る
ま

で
作
品
を
作
り
上
げ
た
と
き
に

得
ら
れ
た
も
の
は
、
そ
の
子
に

と
っ
て
、
か
け
が
え
の
な
い
心

の
財
産
と
な
る
と
考
え
て
い
る

か
ら
だ
。

　
土
と
向
き
合
う
こ
と
は
、
自

分
と
向
き
合
う
こ
と
に
ほ
か
な

ら
な
い
。
女
の
子
が
次
の
活
動

で
つ
か
む
も
の
は
何
な
の
か
、

今
か
ら
楽
し
み
で
な
ら
な
い
。

　
鎌
倉
て
ら
こ
や
事
務
局

☎
０
４
６
７
・
84
・
９
７
４
６

（
平
日
13
～
17
時
）

http://kam
akura-

terakoya.net/

土と遊ぼう

（46）

ミ
ャ
ウ
ン
ミ
ャ
の
事
務
所
の
泥
棒
騒
ぎ

　
い
つ
も
応
援
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　
当
会
は
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
僻

地
・
無
医
村
で
村
を
巡
回
し
、

村
の
住
民
の
〝
命
〟
を
育
み
、

夢
を
繋
い
で
い
ま
す
。
具
体
的

に
は
、
２
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

が
あ
り
、
１
つ
は
、
歯
磨
き
交

換
や
ト
イ
レ
設
置
の
必
要
性
な

ど
の
保
健
衛
生
啓
蒙
活
動
、
も

う
１
つ
は
、
有
機
野
菜
を
栽
培

す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ガ
ー
デ
ン

を
共
に
行
い
、
生
き
る
・
活
き

る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
、
私
が
住
ん
で
い
る
事

務
所
の
泥
棒
騒
ぎ
を
お
伝
え
し

ま
す
。
10
月
10
日
午
前
１
時
半

ご
ろ
事
務
所
の
裏
側
の
バ
ッ

ク
・
ヤ
ー
ド
か
ら
１
人
の
男
性

が
張
り
巡
ら
さ
れ
て
い
る
鉄
条

網
を
乗
り
越
え
て
侵
入
し
よ
う

と
し
ま
し
た
。
た
ま
た
ま
、
私

が
ヤ
ン
ゴ
ン
か
ら
戻
る
前
日

で
、
私
の
代
わ
り
に
メ
ン
バ
ー

が
夜
警
で
事
務
所
に
住
ん
で
い

た
の
で
物
音
に
気
づ
き
、
事
な

き
を
得
ま
し
た
。
実
は
泥
棒
に

入
ら
れ
そ
う
に
な
っ
た
の
は

２
０
１
５
年
１
月
に
移
り
住
ん

で
か
ら
３
回
目
で
す
。
す
べ
て

コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
後
で
、
最
初

は
、
２
０
２
１
年
４
月
の
ミ
ャ

ン
マ
ー
の
正
月
の
間
、
次
は
翌

年
４
月
、
そ
し
て
今
回
。
ほ
ん

と
に
驚
い
て
い
ま
す
。

　
よ
く
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
人
々
の

性
格
は
穏
や
か
で
大
人
し
い
と

い
わ
れ
ま
す
。
タ
ク
シ
ー
で
携

帯
を
忘
れ
て
も
、
運
転
手
が

生
活
が
ひ
っ
迫
し
て
い
ま
す
。

　
私
は
、
こ
ん
な
こ
と
が
起
こ

る
の
は
〝
人
間
の
業
〟
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。も
と
も
と
、

人
間
の
心
の
中
に
は
「
闇
」
も

「
光
」
も
存
在
し
て
い
る
。
そ

の
闇
や
光
を
引
き
出
す
の
は
環

境
や
状
況
で
は
な
い
か
と
こ
の

事
実
と
出
あ
い
、感
じ
ま
し
た
。

　
盗
み
を
犯
さ
ず
に
い
ら
れ
る

の
は
、
そ
の
よ
う
な
「
縁
」
が

な
い
か
ら
で
、
心
が
善
い
か
ら

で
は
な
い
。
盗
み
を
す
る
つ
も

り
が
な
く
て
も
、
縁
が
あ
れ
ば

犯
す
こ
と
も
あ
る
だ
ろ
う
と
。

そ
の
反
対
に
、
よ
き
縁
に
恵
ま

れ
れ
ば
、
自
分
の
こ
と
を
脇
に

置
い
て
も
、
他
人
の
こ
と
を
助

け
て
あ
げ
た
い
、
何
か
せ
ず
に

い
ら
れ
な
い
と
い
う
心
が
引
き

出
さ
れ
る
の
も
、
人
間
で
あ
る

と
い
う
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
世
界
中
が
混
沌
と
し
て

い
る
中
、
日
々
の
生
活
に
埋
も

れ
る
こ
と
な
く
、
自
分
の
内
面

の
心
を
見
つ
め
、
ミ
ャ
ン
マ
ー

の
僻
地
、
村
の
人
々
と
共
に
彼

ら
の
希
望
を
失
わ
ず
に
、
未
来

を
、
夢
を
創
っ
て
い
き
た
い
、

そ
れ
が
我
々
の
願
い
で
す
。

　
事
務
局
　
東
京
荒
川
区
東
尾

久
８
―
41
―
23
☎
・
Ｆ
Ａ
Ｘ 

03
・
６
８
０
７
・
７
４
９
９

【
こ
の
記
事
は
清
興
建
設
提
供
】

代
表
理
事

名
知
仁
子

持
ち
主
を
探
し
て
数
日
後
に

は
戻
っ
て
く
る
こ
と
も
し
ば
し

ば
。
親
切
な
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
人

た
ち
の
国
民
性
を
表
す
良
い
例

で
す
。
日
本
で
は
、
タ
ク
シ
ー

会
社
の
連
絡
先
が
わ
か
ら
な
け

れ
ば
仕
方
が
な
い
と
あ
き
ら
め

る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
ね
。

　
で
も
、
現
在
ミ
ャ
ン
マ
ー
で

は
携
帯
が
盗
ま
れ
る
、
バ
イ
ク

が
盗
ま
れ
る
と
い
う
こ
と
が
日

常
的
に
起
き
て
い
て
、
住
民
の

モージョーパン村
での保健衛生活動

鎌倉市民文化祭11・12月

菊花展 11月1日～15日

11月16日～20日

鎌倉菊花会
立川方☎23・1071

鎌倉彫展 鎌倉彫協議会
奴田方☎22・5550

第54回鎌倉マジシャ
ンズクラブ奇術大会

鎌倉シティブラス
第41回定期演奏会

11月20日
14時半
11月20日
13時

鶴岡八幡宮境内

鎌倉生涯学習セ
ンター

鎌倉シティブラス
田原方☎080・5527・1275
鎌倉マジシャンズクラブ
山田方☎31・1829

鎌倉民謡民舞協会
公演会

11月23日
11時半

鎌倉民謡民舞協会
赤井方☎45・0437

鎌倉三曲演奏会 11月6日
10時半

鎌倉三曲協会
𠮷川方☎0466・88・0285

第29回謡曲と仕舞の
つどい

11月4日
12時

鎌倉謡曲連盟
大久保方☎53・9737

湘南グループ日本の
うた・歌・詩
～秋のコンサート32

11月3日
14時

湘南グループ日本のうた
・歌・詩
長島方☎045・846・6898

〔
舞
台
行
事
〕

〔
鎌
倉
市
展
〕

鎌倉演劇連盟
合同公演

12月24日13時
半・17時半 千円 

鎌倉演劇連盟
志貴方☎090・3508・8292

鎌
倉
芸
術
館

鎌
倉
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

無料

無料

無料

無料

無料

1500円

磁
、
漆
芸
、
人
形
な
ど
会
員

26
人
の
47
作
品
。
４
百
円
、

鎌
倉
市
民
無
料
。
☎
23
・

２
５
０
０

▼
喜
斎
立
祥
二
代
広
重
と
呼

ば
れ
た
絵
師

　
11
月
３
日
～
12
月
４
日
藤

澤
浮
世
絵
館
。
歌
川
広
重
の

弟
子
・
二
代
広
重
に
着
目

し
、
藤
沢
市
、
足
立
区
立
郷

土
博
物
館
な
ど
が
所
蔵
の
浮

世
絵
を
展
示
。
無
料
。
☎
０

４
６
６
・
33
・
０
１
１
１

▼
鎌
倉
美
術
家
協
会
　
洋
画

部
会
展

　
11
月
18
～
23
日
鎌
倉
芸
術

館
。
油
彩
、
水
彩
、
パ
ス
テ

ル
な
ど
大
作
約
60
点
。
無

料
。
黒
川
方
☎
０
９
０
・
４

９
６
４ ・
４
８
６
６

▼
川
喜
多
映
画
記
念
館

　
特
別
展
「
映
画
を
デ
ザ
イ

ン
す
る
　
小
津
安
二
郎
と
市

川
崑
の
美
学
」

　
12
月
12
日
ま
で
。
小
津
と

市
川
が
生
き
た
時
代
や
背

景
、
画
面
を
構
成
す
る
様
々

な
要
素
を
デ
ザ
イ
ン
の
視
点

か
ら
検
証
。
４
百
円
。

▽
関
連
上
映
　
11
月
１
・
５

 

・
６
日
14
時
、
３
日
10
時

半
「
あ
な
た
と
私
の
合
言
葉 

さ
よ
う
な
ら
、
今
日
は
」

日
14
時
。
各
１
６
０
０
円
、

小
中
学
生
８
百
円
。
☎
23
・

２
５
０
０

　
　
　▼

講
演
会
　
歴
史
を
活
か
し

た
鎌
倉
の
ま
ち
づ
く
り

　
11
月
５
日
13
時
、
鶴
岡
八

幡
宮
。
観
光
と
ま
ち
づ
く
り

を
考
え
る
。
講
師
は
鎌
倉
市

歴
史
的
風
致
維
持
向
上
計
画

協
議
会
・
西
村
幸
夫
会
長
。

無
料
。
講
演
後
15
時
、
院
友

の
つ
ど
い
。
院
友
会
神
奈
川

県
支
部
☎
22
・
０
３
１
５

　
　
　

▼
大
船
フ
ラ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー

の
催
し

▽
バ
ラ
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
11
月

２
日
13
時
半
、
無
料
。
▽
コ

ン
サ
ー
ト
６
・
20
日
11
・
14

時
。
▽
菊
の
栽
培
セ
ミ
ナ
ー

６
日
13
時
半
、
無
料
。
▽
ク

リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
作
り
12
月

３
日
13
時
半
。
２
千
円
。
18

日
ま
で
に
申
込
。
▽
お
正
月

寄
せ
植
え
作
り
12
月
10
日

10
・
13
時
半
。
３
５
０
０
円
。

25
日
ま
で
に
申
込
。
入
園
料

４
百
円
。
☎
46
・
２
１
８
８

▼
北
条
重
時
墓
前
祭

　
11
月
３
日
10
時
～
16
時
、

極
楽
寺
。
法
要
、
喫
茶
去
、

琵
琶
演
奏
。野
菜
販
売
な
ど
。

☎
22
・
３
４
０
２

▼
清
方
の
大
正
時
代 

―
至

上
の
美
を
求
め
て
。

　
11
月
27
日
ま
で
鏑
木
清
方

記
念
美
術
館
。
挿
絵
画
家
か

ら
日
本
画
家
へ
転
身
す
る
大

正
期
に
着
目
し
、
新
た
な
創

作
を
試
み
た
作
品
を
紹
介
。

４
５
０
円
☎
23
・
６
４
０
５

▼
運
慶
　
鎌
倉
幕
府
と
三
浦

一
族

　
11
月
27
日
ま
で
県
立
金
沢

文
庫
。
運
慶
８
百
年
遠
忌
特

別
展
。
最
新
の
研
究
成
果
か

ら
大
仏
師
運
慶
と
鎌
倉
殿
・

三
浦
一
族
の
関
係
を
読
み
解

く
。
８
百
円
。
☎
０
４
５
・

７
０
１
・
９
０
６
９

▼
山
口
蓬
春
と
皇
室
―
現
代

へ
続
く
蓬
春
レ
ガ
シ
ー
の
系
譜

　
11
月
27
日
ま
で
山
口
蓬
春

記
念
館
。
香
こ
う
じ
ゅ
ん淳
皇
后
と
蓬

春
と
の
交
流
が
偲
ば
れ
る
作

品
や
新
皇
居
皇
后
宮
御
居
間

用
に
描
い
た
「
秋
意
」
、
レ

ガ
シ
ー
継
承
の
証
「
昭
和
御

大
典
繪
巻
」
な
ど
を
展
示
。

６
百
円
。
☎
０
４
６
・
８
７

５
・
６
０
９
４

▼
古
民
家
で
出
会
う
日
本
の

伝
統
工
芸

　
11
月
１
～
６
日
川
喜
多
映

画
記
念
館
・
旧
川
喜
多
邸
別

邸
（
旧
和
辻
邸
）
。
第
29
回

日
本
工
芸
会
東
日
本
支
部
伝

統
工
芸
神
奈
川
会
展
。
陶

２
０
１
８
年
ご
ろ
と
遜
色
な
い

ぐ
ら
い
回
復
し
た
」
と
い
う
。

　
大
河
ド
ラ
マ
「
鎌
倉
殿
の
13

人
」
に
あ
わ
せ
て
「
鎌
倉
駅
の

13
印
」
を
集
め
る
鎌
倉
駅
印
帳

を
作
っ
た
。
鎌
倉
駅
の
ス
タ
ン

プ
は
、
全
国
で
も
珍
し
く
毎
月

変
わ
る
。
そ
の
12
個
と
、
今
回

特
別
に
作
っ
た
13
個
目
の
金
色

の
ス
タ
ン
プ
を
集
め
て
も
ら

う
。
入
社
１
、２
年
目
の
社
員

の
提
案
だ
。
す
で
に
５
万
部
以

上
を
配
っ
て
い
る
。「
鎌
倉
は

全
国
有
数
の
観
光
地
で
あ
り
、

住
民
の
環
境
意
識
も
高
い
。
お

客
さ
ん
に
何
度
も
来
て
も
ら

い
、
鎌
倉
を
好
き
に
な
っ
て
、

モ
ラ
ル
を
持
っ
て
観
光
し
て
も

ら
い
た
い
」
と
い
う
狙
い
だ
。

　
駅
長
以
外
の
駅
員
は
、
基
本

的
に
朝
か
ら
翌
朝
ま
で
の
交
代

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策

が
緩
和
さ
れ
、
全
国
旅
行
支
援

も
始
ま
り
、
み
ど
り
の
窓
口
が

混
ん
で
き
た
と
感
じ
て
い
る
。

10
月
か
ら
は
週
末
、
祝
日
に
特

急「
鎌
倉
」も
走
り
始
め
た
。「
特

急
が
止
ま
る
駅
に
と
い
う
念
願

が
か
な
っ
た
」
と
喜
ぶ
。

　
今
年
は
鉄
道
開
業
１
５
０
周

年
。
開
設
か
ら
１
３
０
年
余
り

の
JR
鎌
倉
駅
の
歴
史
上
、
60
代

目
に
し
て
初
の
女
性
駅
長
だ
。

今
年
１
月
１
日
に
着
任
し
た
。

　「
５
月
の
連
休
の
こ
ろ
の
乗

降
客
数
は
、
一
番
多
か
っ
た

依
よ だ

田 恵
め ぐ み

美さん

ＪＲ鎌倉駅初の

女性駅長

制
勤
務
だ
。
ど
う
し
て
も
駅
の

中
だ
け
で
過
ご
す
こ
と
に
な

る
。「
鎌
倉
で
働
け
る
の
は
楽

し
い
こ
と
。
駅
員
に
は
、
な
る

べ
く
地
域
に
出
て
、
い
ろ
ん
な

人
と
つ
な
が
り
を
持
つ
よ
う

に
」
と
勧
め
て
い
る
。

　
海
老
名
市
の
生
ま
れ
。
高
校

卒
業
後
、
観
光
の
専
門
学
校
に

進
み
、
JR
東
日
本
に
入
っ
た
。

旅
行
業
に
携
わ
る
の
が
希
望

で
、
旅
行
商
品
を
扱
う
「
び
ゅ

う
プ
ラ
ザ
」
で
15
年
働
い
た
。

　
横
浜
駅
の
び
ゅ
う
プ
ラ
ザ
に

い
た
こ
ろ
、駅
の
幹
部
か
ら「
駅

の
管
理
職
を
や
っ
て
み
な
い

か
」
と
言
わ
れ
た
。
気
が
進
ま

な
か
っ
た
が
説
得
を
受
け
入
れ

て
、
み
ど
り
の
窓
口
担
当
の
助

役
に
な
っ
た
。移
っ
て
み
る
と
、

旅
行
業
と
駅
の
業
務
は
ま
っ
た

く
別
も
の
だ
っ
た
。
文
化
も
風

土
も
違
っ
た
。

　
そ
の
こ
ろ
に
東
日
本
大
震
災

に
遭
遇
す
る
。
昼
夜
を
問
わ
な

い
帰
宅
困
難
者
へ
の
対
応
な
ど

で
疲
れ
果
て
、
何
日
も
自
宅
に

帰
れ
な
か
っ
た
。「
正
直
、
な

ん
で
私
が
こ
ん
な
こ
と
を
、
と

も
思
っ
た
」
と
い
う
。

　「
ふ
つ
う
に
運
行
し
て
あ
た

り
ま
え
な
の
に
定
時
運
行
し
て

く
れ
て
あ
り
が
と
う
と
、
感
謝

や
応
援
の
言
葉
を
い
た
だ
い

た
。そ
こ
で
目
が
覚
め
ま
し
た
」

　
葉
山
町
で
夫
と
母
、
愛
犬
の

ノ
ー
リ
ッ
チ
テ
リ
ア
と
暮
ら
し

て
い
る
。
温
泉
め
ぐ
り
と
韓
国

ド
ラ
マ
の
視
聴
が
趣
味
。
ま
と

ま
っ
た
休
み
は
な
か
な
か
と
れ

な
い
が
、
短
い
休
暇
を
利
用
し

て
ご
主
人
と
旅
行
に
出
る
。

　
時
間
が
あ
れ
ば
、
な
る
べ
く

鎌
倉
市
内
を
歩
く
こ
と
に
し
て

い
る
。
寺
社
を
め
ぐ
り
、
ハ
イ

キ
ン
グ
コ
ー
ス
も
歩
い
た
。「
人

に
紹
介
す
る
に
は
ま
ず
自
分

が
」
と
、
ラ
ン
チ
も
な
る
べ
く

外
で
食
べ
、
お
酒
を
出
す
店
も

探
訪
し
て
い
る
。
48
歳
。

 

　（
文
・
写
真
　
真
田
正
明
）

●
包
丁
の
冴
え
が
味
わ
い

　
霜
月
。
雪
待
月
。
北
風

は
肌
を
刺
し
、
底
冷
え
の
夜

空
に
星
が
冴
え
わ
た
る
。

　
食
卓
で
囲
む
の
は
鍋
。
そ

の
一
つ
は
河
豚
ち
り
。

　
な
ぜ
河
豚
に
「
河
」
が
付

く
の
か
。
か
つ
て
中
国
・
黄

河
や
揚
子
江
〝
河
口
〟
で
獲

れ
た
た
め
と
か
。

　
春
、
河
豚
は
日
本
海
沿
岸

に
群
れ
集
ま
る
。
水
際
は
産

卵
の
た
め
白
濁
。

　
冬
、
雪
降
る
江
戸
の
町
に

行
商
人
の
声
が
聞
こ
え
る
。

　
川
柳
に
「
白
妙
を
か
す
か

に
鰒ふ

ぐ
や
鰒ふ

ぐ
や
」
と
あ
る
。
冷

え
た
体
は
河
豚
で
温
ま
る

が
、
強
力
な
毒
も
あ
る
。
そ

の
毒
は
ま
る
で
鉄
砲
。

 

芭
蕉
は
「
あ
ら
何
と
も
な

し
や
昨
日
は
過
ぎ
て
河
豚

汁
」
こ
こ
に
は
毒
を
逃
れ
た

安
堵
感
が
あ
る
。

　
一
方
、
河
豚
の
膨
ら
ん
だ

姿
を
ふ
く
べ(

瓢
箪)

に
見

立
て
た
の
は
豊
臣
秀
吉
。

　
千
成
瓢
箪
に
因
み
、
漁
師

た
ち
は
獲
っ
た
河
豚
を〝
福
〟

と
讃
え
た
。

佐
伯
　
仁

�

　
ま
た
河
豚
提
灯
に
も
福
を

招
く
縁
起
が
窺
え
る
。

　
河
豚
は
薄
く
切
り
大
皿
の

外
側
か
ら
盛
り
つ
け
る
。
下

関
で
は
青
磁
の
皿
に
盛
り
つ

け
、包
丁
の
冴
え
を
味
わ
う
。

　
冷
え
込
む
夜
、
呑
む
の
は

鰭ひ
れ
ざ
け
酒
。
焙
っ
た
鰭
を
酒
に
ひ

た
す
辛
党
の
味
。

　
冬
枯
れ
の
樹
々
の
中
で
目

立
つ
の
は
橙
。
白
身
の
河
豚

に
〝
黄
〟
を
添
え
、
目
に
も

旨
さ
を
味
わ
い
尽
く
す
。

　
鰒
汁
の
宿
　
赤
々
と
一
つ

　
燈
し
け
り
　
　
　
　
蕪
村

河
豚
を
味
わ
う

▼
鎌
倉
リ
ビ
ン
グ
ラ
ボ
Ｄ
Ａ

Ｙ
２
０
２
２
　
み
ん
な
で
つ

く
る
、
１
０
０
年
ラ
イ
フ

　
11
月
５
・
６
日
10
～
17
時
、

鎌
倉
海
浜
公
園
由
比
ガ
浜
地

区
。
人
生
１
０
０
年
時
代
の

新
し
い
暮
ら
し
方
の
体
験
。

３
輪
カ
ー
ゴ
バ
イ
ク
の
試
乗

な
ど
。
無
料
。
実
行
委
☎
03

 
・
３
８
６
８
・
３
０
５
１

▼
鎌
倉
ガ
イ
ド
協
会
　
古
都

鎌
倉
史
跡
め
ぐ
り

Ａ
三
浦
へ
の
要
衝
・
名
越
切

通
を
ゆ
く
　
11
月
７
・
14
・

19
日
９
時
、
鎌
倉
駅
西
口
時

計
台
広
場
集
合
。
ま
ん
だ
ら

堂
や
ぐ
ら
群
な
ど
。約
４
㎞
。

Ｂ
落
ち
葉
散
り
敷
く
朝
夷
奈

切
通
散
策
　
11
月
17
・
22
・

28
・
30
日
９
時
、
鎌
倉
駅
西

口
時
計
台
広
場
集
合
。
上
総

介
塔
な
ど
。
約
３
・
５
㎞
。

Ｃ
開
港
の
地
・
横
浜
で
鎌
倉

の
歴
史
回
顧
　
11
月
15
・
25

日
９
時
、
JR
関
内
駅
北
口
広

場
集
合
。
厳
島
神
社
、
横
浜

三
塔
な
ど
。
約
３
・
５
㎞
。

Ｄ
紅
葉
ヶ
谷
・
天
園
の
「
冬

▼
逗
子
三
曲
会
演
奏
会

　
11
月
３
日
11
時
、
逗
子
文

化
プ
ラ
ザ
。
結
成
30
年
記
念

演
奏
会
。
水
野
俊
彦
「
夏か

り
ん霖

」

な
ど
。
無
料
。
梅
山
方
☎
０

４
６
・
８
７
３
・
３
５
４
３

▼
２
台
の
ピ
ア
ノ
に
よ
る
ピ

ア
ノ
協
奏
曲

　
11
月
13
日
14
時
、
藤
沢
リ

ラ
ホ
ー
ル
。
湘
南
モ
ー
ツ
ァ

ル
ト
愛
好
会
例
会
。
野
田
清

隆
さ
ん
、
金
井
玲
子
さ
ん
の

演
奏
で
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
「
ピ

ア
ノ
協
奏
曲
第
15
番
変
ロ
長

調
Ｋ
４
５
０
」
な
ど
。
５
千

円
。
☎
０
４
６
・
８
７
２
・

１
９
６
３

▼
マ
ラ
ジ
ュ
ン
タ
ト
リ
オ

情
熱
の
タ
ン
ゴ

　
11
月
17
日
15
・
19
時
、
逗

子
文
化
プ
ラ
ザ
。
バ
ン
ド
ネ

オ
ン
・
平
田
耕
治
さ
ん
ら
の

演
奏
と
タ
ン
ゴ
の
ス
テ
ー

ジ
。「
黄
昏
の
オ
ル
ガ
ニ
ー
ト
」

「
リ
ベ
ル
タ
ン
ゴ
」
な
ど
。

４
千
円
。
ア
ラ
ド
☎
０
４
５

 

・
４
０
２ 

・
９
０
０
５

▼
ア
ド
ヴ
ェ
ン
ト
コ
ン
サ
ー

ト
―Gift 

明
日
へ

　
12
月
１
日
14
時
、
横
浜
み

な
と
み
ら
い
ホ
ー
ル
。
ピ
ア

ノ
・
鈴
木
菜
穂
子
さ
ん
、
歌
・

村
田
望
さ
ん
で
ド
ビ
ュ
ッ

シ
ー
「
家
な
き
子
た
ち
の
ク

リ
ス
マ
ス
」な
ど
。
３
千
円
。

ス
タ
ジ
オ
　
エ
ス
ポ
ワ
ー
ル

☎
０
９
０
・
２

２
０
７
・
０
０

３
１

▼
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ト
ラ
ス
ト
コ

ン
サ
ー
ト
　
お
め
で
と
う
！

ピ
ー
タ
ー
ラ
ビ
ッ
ト
120
歳

　
12
月
４
日
18
時
半
、
鎌
倉

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
。音
楽
、

映
像
な
ど
で
生
誕
１
２
０
年

を
祝
う
。「
ロ
ン
ド
ン
デ
リ
ー

の
歌
」
な
ど
。２
５
０
０
円
。

主
催
は
鎌
倉
風
致
保
存
会
と

鎌
倉
を
愛
す
る
音
楽
の
仲
間

☎
０
９
０
・
２

２
０
７
・
０
０

３
１

紅
葉
」
を
楽
し
む
　
12
月
２

 

・
９
日
９
時
、
鎌
倉
駅
西
口

時
計
台
広
場
集
合
。瑞
泉
寺
、

永
福
寺
跡
な
ど
。約
４
・
５
㎞
。

　
各
７
百
円
。
交
通
費
、
拝

観
料
別
。Ｈ
Ｐ
か
ら
要
申
込
。

☎
24
・
６
５
４
８

▼
Ｆ
ｅ
ｒ
ｉ
ａ
　
Ｚ
Ｕ
Ｓ
Ｈ

Ｉ
　
ス
ペ
イ
ン
ま
つ
り
　
　

　
11
月
12
日
10
～
15
時
、
逗

子
文
化
プ
ラ
ザ
。
フ
ラ
メ

ン
コ
ス
テ
ー
ジ
、
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
な
ど
。
無
料
。

▽
講
演
会
　
10
時
半
、
ス
ペ

イ
ン
の
見
ど
こ
ろ
。13
時
半
、

ガ
リ
シ
ア
地
方
。各
５
百
円
。

要
申
込
。
実
行
委
☎
０
９
０

 

・
４
９
３
３
・
４
１
０
２

▼
逗
子
の
市
（
雨
天
中
止
）

　
亀
岡
八
幡
宮
境
内
。

▽
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
11
月

25
日
８
時
半
～
14
時
半
。
雑

貨
･
衣
類
･
手
造
り
品
な
ど

約
20
店
。
▽
骨
董
市
26
日
７

時
半
～
14
時
半
。※
フ
リ
マ
・

骨
董
市
出
店
者
募
集
中
。

片
岡
方
☎
０
９
０ 

・
５
４
４

２ 

・
３
７
７
８

▼
鎌
倉
ユ
ネ
ス
コ
協
会
　

▽
バ
ザ
ー
11
月
13
日
10
～
14

時
、
同
会
深
沢
倉
庫
（
深
沢

中
学
へ
上
る
手
前
の
信
号
右

折
の
長
屋
）。毎
月
第
２
日

曜
、雨
天
開
催
。※
献
品
受
付

衣
類
・
着
物
・
雑
貨
・
支
援

用
食
糧
品
。☎
44
・
９
８
３
０

　「
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
」
の

愛
称
で
親
し
ま
れ
る
全
国
健

康
福
祉
祭
の
第
34
回
大
会
が

11
月
12
～
15
日
神
奈
川
県
で

初
め
て
開
か
れ
る
。

　
県
内
26
市
町
の
会
場
で
32

種
目
が
開
催
。
近
隣
の
主
な

イ
ベ
ン
ト
は
▽
鎌
倉
市
13
日

ス
ポ
ー
ツ
チ
ャ
ン
バ
ラ
▽
藤

沢
市
13
・
14
日
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
・
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

▽
大
和
市
13
日
太
極
拳
▽
横

須
賀
市
13
・
14
日
卓
球
、
15

日
総
合
閉
会
式
（
横
須
賀
芸

術
劇
場
）
。
実
行
委
☎
０
４

５
・
２
８
５
・
０
７
３
１

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
か
な
が
わ
２
０
２
２

　
11
月
６
日
10
～
15
時
、
鎌

倉
大
仏
高
徳
院
。

　
市
内
を
中
心
に
国
際
交
流

や
国
際
協
力
を
行
う
団
体
が

年
に
１
回
行
っ
て
い
る
イ
ベ

ン
ト
で
27
回
目
。

　
今
年
は
18
団
体
が
参
加

し
、
世
界
各
国
の
バ
ザ
ー
、

楽
器
演
奏
や
民
族
舞
踊
な
ど

を
披
露
す
る
。

　
無
料
、
拝
観
料
別
。
実
行

委
☎
61
・
３
８
７
２

か
ま
く
ら
国
際
交
流
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
２
２

２
・
３
・
４
日
14

時
、
６
日
10
時
半

「
晩
春
」
15
・
20

日
10
時
半
、
16
・

18
日
14
時
「
生
き

て
は
み
た
け
れ

ど 
小
津
安
二
郎

伝
」
15
・
17
・
20

日
14
時
、
18
日
10

時
半
「
淑
女
は
何

を
忘
れ
た
か
」
各

千
円
、
小
中
学
生

５
百
円
。
▽
特
別

上
映
と
ミ
ニ
ト
ー

ク
「
結
婚
哲
学
」

19
日
10
時
半
。

「
淑
女
と
髯
」 

19

▽
書
き
そ
ん
じ
ハ
ガ
キ
で
ア

ジ
ア
寺
子
屋
支
援
未
使
用
切

手
・
プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー
ド
な

ど
も
。
鎌
倉
市
御
成
町
11
―

２
ヤ
ノ
ヤ
ビ
ル
２
Ｆ
。
☎
０

８
０
・
６
６
０
２
・
９
４
９
８

▼
ふ
ら
っ
と
カ
フ
ェ
鎌
倉

　
食
を
通
じ
て
多
世
代
交
流

▽
11
月
18
日
17
時
半
～
18
時

半
二
階
堂
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
。
食
育
ミ
ニ
講
座
な

ど
。
▽
30
日
16
～
18
時
ソ
ン

ベ
カ
フ
ェ
。
店
内
飲
食
。
各

子
ど
も
無
料
、
大
人
・
テ
イ

ク
ア
ウ
ト
５
百
円
。
メ
ー
ル

予
約flatcafekamakura@

gmail.com

渡
邉
方
☎
０
９

０
・
５
１
９
９
・
１
６
５
４

▼
北
鎌
倉
･
台
峯
の
緑

し
ぜ
んを

と

も
に

▽
山
の
手
入
れ
11
月
19
日
10

時
、
山
ノ
内
配
水
池
脇
。

▽
山
歩
き
20
日
９
時
、
山
ノ

内
公
会
堂
。
北
鎌
倉
の
景
観

を
後
世
に
伝
え
る
基
金
・
望

月
方
☎
45
・
７
４
２
０

坂井教人
友禅訪問着「花

か れ ん
簾」

●
現
代
美
術

　
草
間
彌
生
・
村
上
隆 

他

ギ
ャ
ラ
リ
ー
伸
☎
24
４
０
８
１

●
ギ
ャ
ラ
リ
ー
一
翆
堂

小
島
陽
介
展
　
伊
賀
と
刷

毛
目
―
食
卓
を
彩
る
器
　
11
月

５
～
10
日

森
千
尋
　
ジ
ュ
エ
リ
ー
と
コ
ス

チ
ュ
ー
ム
ア
ク
セ
サ
リ
ー
展

11
月
12
～
16
日

Ｄ
Ｕ
Ｏ 

〜
陶
芸
家
・
村
田
真
樹

＆
人
形
作
家
・
ア
カ
オ
カ
ズ
ミ 

コ
ラ
ボ
展
　
11
月
22
～
27
日

●
第
22
回
カ
ナ
ガ
ワ
ビ
エ
ン
ナ

ー
レ
国
際
児
童
画
展
作
品
募
集

11
月
30
日
ま
で
。
神
奈
川
県
在

住
・
在
学
、
日
本
全
国
の
外
国

人
学
校
在
学
、
海
外
在
住
の
４

～
15
歳
対
象
。
詳
細
は
Ｈ
Ｐ
。

☎
０
４
５
・
８
９
６
・
２
１
２
１

●
写
真
供
養
感
謝
祭

11
月
12
日
11
～
14
時
、浄
智
寺
。

詳
し
く
は
Ｈ
Ｐ
。

●
第
64
回
鎌
倉
薪
能

11
月
18
日
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
配

信
。
素
謡
「
翁
」、
能
「
箙

え
び
ら」。

無
料
。
鎌
倉
市
観
光
協
会
☎
23

 

・
３
０
５
０

●
逗
子
ア
ー
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
２
０
２
２

▽
東
逗
子
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

２
０
２
２
　
11
月
20
日
16
時
、

東
逗
子
ふ
れ
あ
い
広
場
。

▽
み
ん
な
で
ア
ー
ト
　
展
示
は

22
～
25
日
11
～
16
時
半
、
逗
子

プ
ラ
ザ
。
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ

ー
は
24
日
16
時
半
～
20
時
・
25

日
17
時
10
分
～
20
時
、さ
ざ
な

み
ホ
ー
ル
。無
料
。実
行
委
☎

０
４
６
・
８
７
３ 

・
１
１
１
１

●
Ｒ
Ｕ
Ｎ
伴
＋
三
浦
半
島
み
ん

な
を
つ
な
ぐ
逗
子
の
ま
ち 

認
知
症
の
理
解
を
広
げ
る
イ
ベ

ン
ト
。
▽
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
チ
ャ

レ
ン
ジ
12
日
９
時
（
８
㎞
）・

13
時
（
５
㎞
）、
逗
子
市
役
所

前
集
合
。
２
百
円
。
メ
ー
ル

で
申
込
。
▽
オ
レ
ン
ジ
ミ
ュ
ー

ジ
ッ
ク
カ
フ
ェ
13
日
13
～
16

時
、
逗
子
文
化
プ
ラ
ザ
。無
料
。

実
行
委runtomoplus.zushi

@gmail.com

●
ペ
ッ
ト
の
写
真
募
集

掲
載
後
、
そ
の
写
真
を
カ
レ
ン

ダ
ー
に
し
て
進
呈
し
ま
す
。

●
歌
壇
・
俳
壇
の
投
稿

ハ
ガ
キ
1
枚
に
３
首
（
句
）
ま

で
。
住
所
・
氏
名
・
☎
を
明
記

（
歌
壇
・
俳
壇
は
作
品
と
同
じ

面
に
）、
１
面
題
字
下
住
所
の

鎌
倉
朝
日
へ
。

　もこちゃん。マルチーズとチ
ワワのミックスの女の子、10 カ
月。自己主張できるやんちゃ娘。
家族の末娘的な存在で近所の皆
さんにもかわいがられています。
　　　鎌倉市笛田　國方さん方☎22

3769酒　器リング


